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71<と生

サントリーの天然水は‘

およそ20年以上もかけ

との貴重念天然水を

未来の子どもたちへつな

森を元気にしよう。

「天然水の森プロジェクト

今から100年先200年先

ζの先ずっ}と続けてゆく

サントリーの大事なプロジェ

現在「天然水の森」は13都府県17箇E

総面積7，600ha超。

「工場で使用する天然水の量を

ド后Iス品hhサレ也事話会・ E


